
 第１回 屋内スケート施設あり方検討会議 

 

日時：令和４年７月５日（火）午後２時～ 

場所：山形県自治会館４０１会議室 

 

 

次    第 

 

 

１ 開   会 

 

 

２ 構成員紹介 

 

 

３ 挨   拶 

 

 

４ 議   事 

 （１）会長の互選 

 

 （２）職務代理者の指名 

 

 （３）協議 

 

 

５ そ  の  他 

 

 

６ 閉    会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回 屋内スケート施設あり方検討会議 出席者名簿 

 

【構 成 員】                      （敬称略、五十音順） 

氏 名 役 職 等 備考 

井上 圭子 
特定非営利活動法人 

スペシャルオリンピックス日本・山形 理事 

 

加藤 文子 株式会社山形銀行 営業支援部調査役  

佐藤 裕恒 山形県高等学校体育連盟 会長  

須藤 勇司 公益財団法人山形県スポーツ協会 専務理事  

藤木 秀明 東洋大学大学院 客員教授  

山川 唯美 山形ママコミュニティ mama★jam 代表  

山田 浩久 山形大学人文社会科学部 教授  

 

【アドバイザー（㈱パティネレジャー）】                （敬称略） 

氏 名 役 職 等 備考 

小林 一志 取締役 副社長  

荻原 崇次 執行役員 三井不動産アイスパーク船橋支配人  

齋藤 克博 
山形市総合スポーツセンタースケート場及びテニス 

コート管理責任者 

 

 

【事 務 局】 

氏 名 役 職 等 備考 

岡本 泰輔 山形県みらい企画創造部長  

鑓水 功泰 山形県みらい企画創造部次長  

東海林靖志 
山形県健康福祉部障がい福祉課 

障がい者活躍・賃金向上室長 

 

井澤 能之 山形県観光文化スポーツ部文化スポーツ振興課  

村上 周市 山形県教育庁スポーツ保健課長  

髙橋  聡 山形県みらい企画創造部企画調整課みらい企画主幹  



屋内スケート施設あり方検討会議設置要綱 

 
（設置） 
第１条 老若男女を問わず誰もが、生涯を通してスポーツに親しめる環境を充実させる

ことは、県民の健康増進に寄与するとともに、スポーツを通した地域の活性化や若者

の回帰・定着にもつながることから、本県における屋内スケート施設のあり方につい

て検討を行うため、「屋内スケート施設あり方検討会議（以下「検討会議」という。）」

を設置する。 

 
（所掌事項） 
第２条 検討会議は、次の事項について検討を行うとともに、検討結果の取りまとめを

行うものとする。 
 (1) 本県における屋内スケート施設のあり方（本県に合った施設像） 

(2) 屋内スケート施設整備に係る課題や留意事項 

(3) その他必要な事項 

 
（構成） 
第３条 検討会議の構成員は、別紙のとおりとする。 
２ 構成員の任期は、検討結果の取りまとめまでとする。 

 
（座長） 
第４条 検討会議に会長を置き、構成員の互選により選任する。 
２ 会長は構成員を招集し、議長となりこれを主宰する。 
３ 会長は、必要があると認めるときは、構成員以外の関係者に出席を求め、意見等を

述べさせることができる。 
４ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する構成員

が、その職務を代理する。 

 
（庶務） 
第５条 検討会議の庶務は、山形県みらい企画創造部企画調整課において処理する。 

 
（雑則） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、検討会議の運営に必要な事項は、会長が別に定

める。 

 
附 則 

この要綱は令和４年７月５日から施行する。 

 
 



別  紙 

 

屋内スケート施設あり方検討会議 構成員名簿 

（敬称略、五十音順） 

所 属 職 名 氏 名 備 考 

特定非営利活動法人 
スペシャルオリンピックス日本・山形 

理事 井上 圭子  

株式会社山形銀行 
営業支援部 
調査役 

加藤 文子  

山形県高等学校体育連盟 会長 佐藤 裕恒  

公益財団法人山形県スポーツ協会 専務理事 須藤 勇司  

東洋大学大学院 客員教授 藤木 秀明  

山形ママコミュニティ mama★jam 代表 山川 唯美  

山形大学人文社会科学部 教授 山田 浩久  

 
 


